

















































































































































































増加した例もあった（摂取量10として1.4±2.9 → 9.7±0.6  P＜0.01）。発熱は2例で、1例
で発熱回数と抗生剤の使用日数が減少した。
【結論】
嚥下機能の低下は誤嚥性肺炎の発症や食事摂取量の減少を招く。今回の結果から嚥下機能
の改善はみられなかったが、嗅覚刺激による嚥下反射の促進は誤嚥の抑制と食事摂取量の
増加に寄与すると期待できる。また、発熱回数や抗生剤の使用日数が減ることは医療費の
面でメリットがある。導入費用も長期使用を考慮するとBPOのパッチ製剤に比べ安価と
なっている。ゆえに、導入と継続面で簡便性とメリットがあり在宅介護での使用も可能
であると考える。
